
平成平成平成平成 22225555 年度年度年度年度いわていわていわていわて未来未来未来未来づくりづくりづくりづくり機構機構機構機構活動活動活動活動方針方針方針方針（（（（案案案案））））    

    

ⅠⅠⅠⅠ    活動方針活動方針活動方針活動方針    

 

 

 

 

  

 

 

ⅡⅡⅡⅡ    活動計画活動計画活動計画活動計画    

１１１１    機構及機構及機構及機構及びびびび各会員各会員各会員各会員がががが取取取取りりりり組組組組むむむむ県民運動県民運動県民運動県民運動(平成 24 年７月の共同宣言に基づいた取組)    

（（（（1111））））    震災復興震災復興震災復興震災復興にににに向向向向けたけたけたけた活動活動活動活動のののの推進推進推進推進    

県民総参加による復興への動きを推進し、復興を加速させていく。 

 

 

 

    

 

 

（（（（2222））））    いわてのいわてのいわてのいわての復興復興復興復興のののの象徴象徴象徴象徴でありでありでありであり希望希望希望希望あふれるあふれるあふれるあふれる未来未来未来未来のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた活動活動活動活動のののの推進推進推進推進    

     復興の象徴となる取組を後押しすることで、復興とその先の希望あふれる

未来の実現を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    具体具体具体具体のののの課題解決課題解決課題解決課題解決のためののためののためののための各部会各部会各部会各部会のののの活活活活動動動動    

   各作業部会は、いわての復興と未来づくりに向け、緊急かつ重要な課題に対応

するための目に見える活動を行い、具体具体具体具体のののの成果成果成果成果をををを出出出出していくことをしていくことをしていくことをしていくことを強強強強くくくく意識意識意識意識して

当該成果をラウンドテーブル、会員及び県民にフィードバックする。 

 

１１１１    平成平成平成平成 22225555 年度年度年度年度はははは、、、、機構機構機構機構のののの第第第第２２２２フェーズフェーズフェーズフェーズ（（（（概概概概ねねねね H24H24H24H24～～～～H26H26H26H26））））のののの中間中間中間中間年年年年でありでありでありであり、、、、復興復興復興復興をををを

加速加速加速加速するするするする年年年年でもあることからでもあることからでもあることからでもあることから、、、、機構機構機構機構としてのとしてのとしてのとしての復興復興復興復興にににに関関関関するするするする取組取組取組取組をさらにをさらにをさらにをさらに充実充実充実充実させさせさせさせ

るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、成果成果成果成果とととと実績実績実績実績をあげることにをあげることにをあげることにをあげることに重点重点重点重点をををを置置置置いていていていて取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。    

２２２２    機構機構機構機構のののの活動内容活動内容活動内容活動内容のののの周知周知周知周知をををを図図図図りりりり事業事業事業事業のののの実効性実効性実効性実効性をををを高高高高めるためめるためめるためめるため、、、、引引引引きききき続続続続きききき積極的積極的積極的積極的なななな情情情情

報発信報発信報発信報発信をををを行行行行うううう。。。。    

① 復興支援ポータルサイト「いわていわていわていわて三陸三陸三陸三陸    復興復興復興復興のかけのかけのかけのかけ橋橋橋橋」を中心とした情報発信・マッチ

ングの促進・連携体制の構築 

② 経済同友会などと共に、人づくり・街づくり・産業づくりに取り組む「東北未来創造東北未来創造東北未来創造東北未来創造イイイイ

ニシアティブニシアティブニシアティブニシアティブ」の推進 

③ 復興教育復興教育復興教育復興教育をテーマとした新部会の創設と実効性のある取組の推進 

① 国際国際国際国際リニアコライダーリニアコライダーリニアコライダーリニアコライダー（ＩＬＣ）の東北誘致に向けた県民意識の盛り上げ、国内候補地

決定後の研究施設とその周辺環境の整備など、受入体制の充実 

② 2016201620162016 希望郷希望郷希望郷希望郷いわていわていわていわて国体国体国体国体の開催に向けた県民意識の盛り上げ、募金活動・協賛活動への

協力や関連イベント等への積極的な参加 

③ いわていわていわていわて三陸三陸三陸三陸ジオパークジオパークジオパークジオパーク認定に向けた県民意識の醸成、ジオパークに関する周知啓発や三

陸復興国立公園の指定と連動した復興・地域おこしの取組 

資料 NO.１ 



部会名部会名部会名部会名【【【【担当機関担当機関担当機関担当機関】】】】    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな活動計画活動計画活動計画活動計画・・・・目標等目標等目標等目標等    

東北未来創造東北未来創造東北未来創造東北未来創造イニシアテイニシアテイニシアテイニシアテ

ィブィブィブィブ作業部会作業部会作業部会作業部会 

【岩手銀行】 

・人材育成道場の開設及び円滑な運営 

 

 

産業復興作業部会産業復興作業部会産業復興作業部会産業復興作業部会 

【岩手大学】 

・H24 策定のアクションプランの推進 

・沿岸地域の企業訪問を行い、支援内容に関し要望調査を実施 

・コーディネータの連携体制の構築 

医療福祉体制作業部会医療福祉体制作業部会医療福祉体制作業部会医療福祉体制作業部会 

【岩手県立大学】 

・研究会の開催(月１～２回) 

・講演会・研修会の開催 

・仮設住宅及び復興公営住宅等の孤立死、自殺の防止に係る取組

体制の構築 

かけかけかけかけ橋作業部会橋作業部会橋作業部会橋作業部会    

【岩手県】 

・マッチングの促進 

・復興関連情報の発信 

・復興支援ネットワークの強化 

観光作業部会観光作業部会観光作業部会観光作業部会 

【岩手県商工会議所連合

会】 

・ILC 誘致の実現 

・花巻空港の台湾定期便就航の実現 

・「あまちゃん」を利用した観光の推進 

（（（（仮称仮称仮称仮称））））復興教育作業部会復興教育作業部会復興教育作業部会復興教育作業部会    ・「いわての復興教育プログラム」の推進を支援 

 

 

３３３３    積極的積極的積極的積極的なななな情報発信情報発信情報発信情報発信    

   機構の活動を積極的に発信することで、活動のより効果的な展開を図る。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

① 会員団体の総会等を利用した団体構成員等に対する機構の取組内容の周知 

② 機構だよりの充実（年４回の発行）、電子メール等を利用した会員向け情報提供（随時）

の強化 

③ 機構ＨＰ（岩手のイイモノ紹介など概ね隔月更新）による、一般向けの情報発信の強化 

④ 会員、構成団体ＨＰとの相互リンク等による、露出の拡大 



ⅢⅢⅢⅢ    スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

    

主なスケジュール 概要（案） 

○○○○第第第第１１１１回回回回ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル    

日時：6/24(月)14：30～15：30 

会場：ホテルメトロポリタンＮＷ 

司会：(岩大)岩渕副学長 

・25年度の活動方針についての協議 

・新部会(復興教育)の設置についての協議 

・東北未来創造イニシアティブの進捗状況報告 

○○○○総会総会総会総会・・・・交流会交流会交流会交流会    

日時：(総会)6/24(月)15：40～17：00 

   (交流会)   17：15～19：00 

会場：ホテルメトロポリタンＮＷ 

・24年度実績報告、25年度事業計画の審議 

・ILC 誘致に係る経過報告、機構としての決議 

・講演 

○○○○第第第第２２２２回回回回ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル    

日時：10 月下旬 

会場：岩手大学(仮) 

司会：(県)中村部長 

・具体の課題(国体・ＩＬＣ・ジオパーク・ものづくりビジョン

など)に対するディスカッション    

・活動内容の確認、修整、追加等 

○○○○第第第第３３３３回回回回ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル    

日時：１月下旬 

会場：岩手銀行(仮) 

司会：(岩銀)斎藤専務 

・活動内容の確認、総括 

・次年度の活動に向けた提言 

 



設立の趣旨

・岩手県内で活動する組織の知恵と行動力を結集
・地域社会の総合的な発展に向けオール岩手で取組み
　具体的に実践

現状と課題

○県内関係機関によるネットワーク構築（会員58団体）
○部会活動を主体とした一定の成果
☆震災からの復興に向けた役割の変化
☆機構の位置付けや推進体制の見直し

目指す方向性

・機構の役割を再確認し、内外に発信（共同宣言など）
・各団体の動きを共有化し、オール岩手の取組を誘導
・各部会の方向性を明確にし、軸のブレない活動を実践

H19 H20

岩手経済同友会代表幹事
岩手銀行頭取　高橋真裕

岩手経済同友会代表幹事
岩手銀行頭取　高橋真裕

ラウンドテーブル

企画委員会

事務局

H24H23H22H21

いわて未来づくり機構の推進体制について

活動の経緯

推進体制

震災震災震災震災

第１作業部会　１次産品の高機能化

第２作業部会　産業基盤の集積と強化

第３作業部会　岩手ブランドの国内外展開

第４作業部会　地域力を支える人材育成

第５作業部会　医療と福祉体制の整備充実

３年間の活動終了
継続
３年間の活動終了
継続
１年休止

設立準備設立準備設立準備設立準備

作業部会作業部会作業部会作業部会によるによるによるによる具体的活動具体的活動具体的活動具体的活動

岩手大学
学長　藤井克己

岩手大学
学長　藤井克己

専務取締役　斎藤雅博専務取締役　斎藤雅博

岩手県
知事　達増拓也

岩手県
知事　達増拓也

岩手県商工会議所連合会
副会長　谷村邦久

岩手県商工会議所連合会
副会長　谷村邦久

岩手県立大学
学長　中村慶久

岩手県立大学
学長　中村慶久

政策地域部長　中村一郎政策地域部長　中村一郎専務理事　廣田淳専務理事　廣田淳
副学長(地域連携担当)

　　　　柴田義孝

副学長(地域連携担当)

　　　　柴田義孝理事　岩渕明理事　岩渕明

地域連携推進センター

副センター長　小野寺純治

地域連携推進センター

副センター長　小野寺純治
政策推進室調整監
　　　　　平野直

政策推進室調整監
　　　　　平野直

事務局次長
　　　　猿川毅

事務局次長
　　　　猿川毅

地域連携室長
　　　　鈴木清也

地域連携室長
　　　　鈴木清也

執行役員総合企画部長
　　　　　三浦茂樹

執行役員総合企画部長
　　　　　三浦茂樹

作業部会と
主な成果

第４作業部会(活動終了)
・人材シンポ開催(H21)
・高校生支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(H24)

第４作業部会(活動終了)
・人材シンポ開催(H21)
・高校生支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(H24)

かけ橋部会
・かけ橋PJ(H23～)
・ｸｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ海外展開(H24)

かけ橋部会
・かけ橋PJ(H23～)
・ｸｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ海外展開(H24)

第３作業部会(活動終了)

・買うなら岩手のもの(H22)
・黄金の國フェア参加(H22)

第３作業部会(活動終了)

・買うなら岩手のもの(H22)
・黄金の國フェア参加(H22)

※　ラウンドテーブルメンバーの二重枠囲いは、共同代表であること

震災以降あり方議論
第第第第１１１１フェーズフェーズフェーズフェーズ　　　　　　　　いわてのいわてのいわてのいわての未来未来未来未来をををを考考考考えるえるえるえる新新新新たなたなたなたな仕組仕組仕組仕組みづくりみづくりみづくりみづくり 第第第第２２２２フェーズフェーズフェーズフェーズ　　　　　　　　オールオールオールオール岩手岩手岩手岩手によるによるによるによる　　　　震災復興震災復興震災復興震災復興とととと未来未来未来未来づくりづくりづくりづくり

観光による復興推進を目指し新設

開かれた復興を目指し新設 　かけ橋部会

観光振興部会

産業復興部会

人材育成部会

医療福祉部会

大船渡商工会議所副会頭
米谷　春夫

大船渡商工会議所副会頭
米谷　春夫

産 学 官

H25

活動終了

ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ部会

復興教育推進を目指し新設 (仮)復興教育部会

第１作業部会(活動終了)

・GAP導入セミナー(H21)
・農商工連携セミナー(H22)

第１作業部会(活動終了)

・GAP導入セミナー(H21)
・農商工連携セミナー(H22)

産業復興部会

・企業説明見学会(H20～)
・部会員の活動ＨＰ掲載(H24)

産業復興部会

・企業説明見学会(H20～)
・部会員の活動ＨＰ掲載(H24)

医療福祉体制部会

・地域会議の設立(H20)

・ﾊﾟｲﾛｯﾄｽﾀﾃﾞｨ実施(H24)

医療福祉体制部会

・地域会議の設立(H20)

・ﾊﾟｲﾛｯﾄｽﾀﾃﾞｨ実施(H24)

観光作業部会

・講演会開催(H24)

観光作業部会

・講演会開催(H24)

東北未来創造ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ
作業部会

・H24開始

東北未来創造ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ
作業部会

・H24開始

復興教育部会
・H25開始

復興教育部会
・H25開始



    

    

平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度    いわていわていわていわて未来未来未来未来づくりづくりづくりづくり機構機構機構機構    

第第第第１１１１回回回回ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル    資料資料資料資料    

    

部会実績報告及部会実績報告及部会実績報告及部会実績報告及びびびび活動計画活動計画活動計画活動計画（（（（案案案案））））    

    

    

東北未来創造東北未来創造東北未来創造東北未来創造イニシアティブイニシアティブイニシアティブイニシアティブ作業部会作業部会作業部会作業部会    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    １１１１ページページページページ    

産業復興産業復興産業復興産業復興作業部会作業部会作業部会作業部会    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ３３３３ページページページページ    

医療福祉体制医療福祉体制医療福祉体制医療福祉体制作業部会作業部会作業部会作業部会    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    ７７７７ページページページページ    

かけかけかけかけ橋橋橋橋作業部会作業部会作業部会作業部会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    11115555 ページページページページ    

観光観光観光観光作業部会作業部会作業部会作業部会    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    11119999 ページページページページ    

    

資料 NO.２ 



いわて未来づくり機構 東北東北東北東北未来未来未来未来創造創造創造創造イニシアティブイニシアティブイニシアティブイニシアティブ作業部会作業部会作業部会作業部会の 

実績報告・活動計画（25.6.24） 
 

 

テーマ： 東北未来創造イニシアティブの運営 

 座長： 稲垣 秀悦 担当機関：㈱岩手銀行 

 

【【【【報告要旨報告要旨報告要旨報告要旨】】】】    

○ 東北未来創造イニシアティブ作業部会は、本県における東北未来創造イニシ

アティブの活動のコア事業である「人づくり」「街づくり」「産業づくり」に

よる被災地復興に向けた支援事業を東京リエゾン・オフィスと連携しながら進

める方針である。 

○ 今年度の目標は、実践行動型人材育成道場として、次代を担う地域事業家の

底上げを図るべく「経営未来塾」、地域のロールモデルになり得る経営者を対

象とした「エグゼクティブ・コーチング」、「自立・起業塾」の開設と運営、

および釜石・大船渡地区の震災復興計画の具現化を、作業部会メンバーの人脈、

情報を駆使し経済同友会からの出向者と協働して推進すること。 

○ 出すべき成果は、実践行動型人材育成道場「経営未来塾」において情熱と志、

構想力、行動力を持つ地域のリーダーを育成するとともに、「自立・起業塾」

を開設し起業家を育成することにより地域経済の活性化を図ること。 

 

 

１．活動（開催）実績等（前回 25.2.9ＲＴ以降の活動実績） 

平成 25 年 4 月     事務局を㈱岩手銀行に置き、体制作りに着手 

作業部会立上げ準備 

平成 25 年 6 月 13 日（木）25 年度第 1 回部会開催 

 

２．活動（検討）内容（主な活動・議論） 

○ 事務局を㈱岩手銀行（地域サポート部）とし、東北未来創造イニシアティブ

の本県における本格展開のための態勢づくりに着手。 

 



○ 専担者（㈱岩手銀行地域サポート部所属）を釜石市に配置し、東京リエゾン・

オフィスや自治体等の関係機関と連携し、実践行動型人材育成道場「経営未来

塾」の立上げに向けた活動を開始。 

○ 平成 25 年 4 月にパイロット実施された気仙沼市の事例を参考として、本県に

おける実践行動型人材育成道場「経営未来塾」の運営に向けた課題等について

検討を行った。 

○ 釜石市、大船渡市、大槌町、陸前高田市等の地域関係機関と実践行動型人材

育成道場「経営未来塾」の開設に向け打合せ実施。 

○ 6 月 13 日に第 1 回作業部会を開催し、メンバーの紹介、作業部会の事業内容、

東北未来創造イニシアティブの活動を再確認。実践行動型人材育成道場「経営

未来塾」の運営に係る今後のスケジュール確認と経済同友会出向者からの作業

部会への協力要請内容の周知。 

 

３．平成 25 年度の活動計画 

（１）今年度の目標・出すべき成果 

・実践行動型人材育成道場「経営未来塾」の開設および運営 

・公開フォーラム開催準備 

・「エクゼクティブ・コーチング」の開催 

・「自立・起業塾」の開設 

・震災復興計画の具現化 

（２）活動計画 

・平成 25 年 7 月上旬 「経営未来塾」塾生公募開始 

・平成 25 年 8 月 25 日 「経営未来塾」開塾 

・平成 25 年下期 公開フォーラム開催 

・平成 25 年下期 「エグゼクティブ・コーチング」開催 

・平成 25 年下期 「自立・起業塾」開塾 

・平成 26 年 2 月 「経営未来塾」卒塾式 

（３）震災復興計画の具現化については、釜石市、大船渡市と協議し具体的なスケ

ジュールを確定していく。 

 

 

 



いわて未来づくり機構 産業復興産業復興産業復興産業復興作業作業作業作業部会部会部会部会の 

実績報告・活動計画（25.6.24） 
 

テーマ：産業基盤の集積と強化について 

 座長：井山俊郎 担当機関：岩手大学 

 

【【【【報告要旨報告要旨報告要旨報告要旨】】】】    

 

●平成２５年度第１回部会要旨 

平成２４年度の活動実績及び平成２５年の活動計画、並びに活動に関する問題点

と今後の対応について意見交換した。 

 

出席者から出された主な問題点等 

   ・地域によっては、有効求人倍率が１倍を超えているものの、がれき処理など

の事業の単価が高いため、社員を募集しても集まらない。また、市外から来

てもらうにも宿舎がない。 

  ・グループ補助金（3/4 補助）が決まっても、経営状態の悪い企業は金融機関

から融資を受けられず、自己資金（1/4）を用意できず倒産するケースがある。 

・補助金を受けて開業しても被災前と同じ事をしている（＋αがない）。 

・各組織に所属するコーディネーターがバラバラに動いており、企業訪問が重

複し業務の支障となっているケースがある。コーディネーター問題は全体を

コントロールする組織が必要。早急に体制を構築する必要がある。 

・被災地では、技術開発や製品開発するためのビジョンを描けず被災前と同じ

事をしているものづくり企業が多いという現状があり、今後、被災地のもの

づくり企業が将来に希望を抱けるようなビジョンの方向性などを、ＲＴメン

バーに議論してもらえれば、被災地の企業にとっても人々にとっても励みに

なるのではないか。 

   

●今年度、産業復興作業部会として目指すべき目標、出すべき成果 

【目指すべき目標】 

①アクションプランの推進 

沿岸被災地域のものづくり産業の復旧・復興支援のため、 ものづくり産業支

援に係るアクションプランを推進する。 

※〔７つのアクションプラン〕 

a)沿岸各地域におけるものづくり企業の被災状況、市町村とものづくり支援セ 

ンターによる支援内容、今後の支援に対する要望に関する調査 

b)各組織が行う復旧・復興支援内容の HP 公開 

c)復興事業・状況などに関する情報交換の場の設定支援 

d)補助金申請支援 

e)各地域の市町村や各地域のものづくり産業支援センターなどの活動支援 

f)人材育成支援 



g)技術開発支援 

②アクションプラン実施に関する情報交換 

各組織が行うアクションプランに関する実施情報の交換を通じて、支援活動

における問題点とそれらの解決策を審議する。 

③コーディネーターの連携体制の構築 

被災地域の産業復旧・復興支援に重要な役割を果たしている各組織所属のコ

ーディネーターの個別活動の問題(重複訪問など)を解決するため、コーディネ

ーターの連携体制を構築する。  

 

【出すべき成果】 

①アクションプランの推進 

・沿岸被災地域のものづくり産業における人材の高度化、技術レベルの向上が

期待できる。 

・アクションプランに対する各組織の実施内容がホームページで一覧可能とな

り、被災企業による容易な支援情報取得が期待できる。 

・各組織の将来の活動や計画に対し、沿岸被災地域の新たな要望の反映が期待

できる。 

②アクションプラン実施に関する情報交換 

各組織の将来の活動や計画に対し、支援活動における問題点解決策の反映が期

待できる。 

③コーディネーターの連携体制の構築 

コーディネーターの連携体制の構築により、各コーディネーターの所有情報の

共有化、事案に対する適切な支援活動が可能となり、効率的な支援活動が期待

できる。 

 

 

１．活動（開催）実績等（前回 25.2.9ＲＴ以降の活動実績） 

 

平成 25 年 5 月 7 日  平成 25 年度第１回部会開催                        

 

２．活動（検討）内容（主な活動・議論） 

平成２５年度第１回                         

(1)平成２４年度の活動実績及び平成２５年の活動計画について 

  各組織における平成２４年度に実施した復興支援活動及び平成２５年度に実施

予定の活動計画について意見交換し、以下のような問題点が出された。 

これまでの活動において浮上した主な問題点 

   ・地域によっては、有効求人倍率が１倍を超えているものの、がれき処理など

の事業の単価が高いため、社員を募集しても集まらない。また、市外から来

てもらうにも宿舎がない。 

  ・グループ補助金（3/4 補助）が決まっても、経営状態の悪い企業は金融機関

から融資を受けられず、自己資金（1/4）を用意できず倒産するケースがある。 



・補助金を受けて開業しても被災前と同じ事をしている（＋αがない）。 

・各組織に所属するコーディネーターがバラバラに動いており、企業訪問が重

複し業務の支障となっているケースがある。 

 

 (2)活動に関する問題点と今後の対応について 

・被災地では、将来のビジョンを描けず被災前と同じ事をしているものづくり

企業が多いという現状から、今後、被災地のものづくり企業が、例えば、技

術開発や製品開発する場合の目指すべき方向に関して、将来に希望を抱ける

ようなものづくり産業のビジョンをＲＴメンバーから提言してもらえれば、

被災地の企業にとっても人々にとっても励みになるのではないか。 

  ・コーディネーター問題は全体をコントロールする組織が必要。早急に体制を

構築する必要がある。 

 

 

３．平成 25 年度の活動計画 

(1)今年度の目標・出すべき成果 

・アクションプランの推進。 

・アクションプラン実施に関する情報交換。 

・コーディネーターの連携体制の構築。 

・沿岸被災地域のものづくり産業における人材の高度化、技術レベルの向上。 

・被災企業による容易な支援情報取得。 

・支援活動における問題点解決策の反映。 

・コーディネーターの所有情報の共有化、事案に対する適切な支援活動。 

 

(2)活動計画 

・作業部会のアクションプランを引き続き推進する。 

・ものづくり産業の支援活動で明らかになった問題点について解決策を審議する。 

・沿岸地域の被災企業を訪問し、支援内容に関し要望調査を行う。 

 

 



いわて未来づくり機構 医療福祉体制医療福祉体制医療福祉体制医療福祉体制作業部会作業部会作業部会作業部会の 

実績報告・活動計画（25.6.24） 
 

 

テーマ：医療と福祉体制の整備 

―見守りを核とした被災地の生活支援型コミュニティづくり― 

 座長： 小川晃子 担当機関：岩手県立大学 

 

【【【【報告要旨報告要旨報告要旨報告要旨】】】】    

釜石市鵜住居等でモデルを構築してきた「ICT を活用した医療・福祉の連携によ

る見守り」について、その社会技術の有効性を取りまとめるとともに、岩手県（政

策地域部、保健福祉部、県土整備部、復興局等）及び沿岸市町村と協働して、仮設

住宅及び災害復興公営住宅等の住民の孤立死・自殺を防ぎ、コミュニティを再構築

するための実践的取り組み体制の構築を目標として進める。 

プロジェクトは、岩手県立大学と日本遠隔医療学会・岩手医科大学の研究者が連 

携して取り組む。 

 

１．活動（開催）実績等（前回 25.2.9ＲＴ以降の活動実績） 

(1)(1)(1)(1)    研究会研究会研究会研究会 

2 月 19 日・3 月 19 日・4 月 18 日・5 月 9 日・５月 12 日 日本遠隔医療学会、岩手医科大

学関係者との研究会  

(2)(2)(2)(2)    釜石市鵜住居釜石市鵜住居釜石市鵜住居釜石市鵜住居におけるにおけるにおけるにおけるフィールドワークフィールドワークフィールドワークフィールドワーク    

4 月 12 日 サポートセンターにて生活支援連絡員との情報共有システム打ち合わせ 

(3)(3)(3)(3)    安否確認情報安否確認情報安否確認情報安否確認情報のののの共有化共有化共有化共有化にににに関関関関するするするする打打打打ちちちち合合合合わせわせわせわせ    

2 月 21 日・3 月 8 日・3 月 22 日・4 月 4 日・4 月 26 日・5 月 11 日・5 月 21 日・5 月 28 日 

釜石市仮設団地支援連絡員とサポートセンターの情報共有システムに関する㈱ＮＴＴドコ

モ復興支援チームとの検討会 

2 月 14 日 ㈱ピープルとの交流促進システム開発検討 

(4)(4)(4)(4)    講演講演講演講演・・・・研修会等研修会等研修会等研修会等    

2 月 16 日 日本遠隔医療学会スプリングカンファレンス 研究発表 

「仮説住宅における ICT を活用した見守りとコミュニティづくりの効果―釜石市鵜住居にお

ける復興支援事例から」小川晃子（岩手県立大学）、鎌田博之（盛岡赤十字病院）、長谷川高

志（群馬大学） 

3 月 28 日 岩手県立大学公開講座盛岡地区講座「震災復興支援 ICT を活用した医療・福祉連

携」 

5 月 21 日 岩手県議会環境福祉委員会調査での講話「被災地における ICT を活用した医療・

福祉連携―見守りとコミュニティ再構築」 

６月 7 日 いわて ICT フェア 2013 セミナー「被災地における ICT を活用した医療・福祉連携 

―見守りとコミュニティ再構築」 

(5)記事掲載記事掲載記事掲載記事掲載 

6 月 6 日 DOGITAL GOVERNMENT（NTTDTA）「 高齢者の『みまもり』に ICT をどう活用するか」 



 

２．活動（検討）内容（主な活動・議論） 

釜石市鵜住居等のフィールドで、仮設住宅団地におけるサポートセンターを見守りセンター

とし、ICT（情報通信技術）を活用した複数のシステムを住民の特性にあわせて使い分け、安否

情報を一元的に運用することで異変に確実に気づくとともに、生活支援を行うためのつながり

が形成されることを明らかにした。 

 

ICT を活用した見守りとしては、家庭用の電話機を利用し安価で普及できる「おげんき発信」

を基盤として、難聴や認知レベルが低下した方には「電気使用によるセンサー」を、健康不安

がある方には岩手医科大学が導入している「血圧測定伝送システム」を、使い分けた。 

医療的見守りと福祉的見守りを連携することで受診が誘導されることが明らかになった。ま

た、「おげんき発信」の「４．話したい」ボタンを活用して買い物を発注するなど、生活支援

策との連携が可能である。 

 このフィールドワークをもとに、医療・福祉の研究者で議論してきたことは、次の点である。 

① 見守りセンター機能の整備 

② ICT を活用した異変把握方法の使い分けと一元化について 

③ 見守りからコミュニティづくりへの仕組みづくり 

④ 見守りにおける医療・福祉の連携策 

⑤ 見守り側の情報共有方策 

⑥ 生活支援型サービスの開発と連携 

⑦ 政策提言内容の検討 

⑧ 普及方策の検討 

 

３．平成 25 年度の活動計画 

 (1) 今年度の目標・出すべき成果 

① フィールドで検証した医療・福祉連携による見守りを核とした生活支援型コミュニティづく



りの有効性をまとめる 

② 岩手県（政策地域部、保健福祉部、県土整備部、復興局等）に政策提言をする 

③ 岩手県及び沿岸市町村と岩手県立大学が協働しこの社会技術を普及するための体制を提言 

④ 仮設住宅及び災害復興公営住宅等の住民の孤立死・自殺を防ぐことにまずは焦点をあてた実

践的取り組み体制の構築する 

 

 (2) 活動計画 

① 研究会の開催（月１・２回） 

② 岩手県関係部署への説明・打ち合わせ（５～６月） 

③ 沿岸市町村への説明・打ち合わせ（６～７月） 

④ 岩手県立大学地域政策研究センターにおける地域協働型研究プロジェクト等の外部資金の

獲得と研究体制の構築（８～３月） 

⑤ 講演会・研修会の開催（秋以降） 

 

 

 



いわて未来づくり機構 かけかけかけかけ橋橋橋橋作業部会作業部会作業部会作業部会 

の実績報告・活動計画（25.6.24） 
 

テーマ： いわて三陸 復興のかけ橋プロジェクトの推進 

 座長： 平野 直 担当機関：岩手県 

 

【【【【報告要旨報告要旨報告要旨報告要旨】】】】    

 平成 25 年度はプロジェクトの実施体制を強化し、ボランティア・支援団体等の減

少に伴う復興支援体制の変化や震災復興に対する関心の低下などの社会環境等の変

化を踏まえながら、次の取組みを進める。 

① 復興支援のマッチング（地元の支援ニーズや県内外からの支援提案の把握と

マッチングの促進） 

② 復興関連情報の発信（県内外からの支援実績や復興の進捗状況、支援団体等

の活動状況等） 

③ 復興支援ネットワークの強化（県内外の団体や企業との連携体制の構築や団

体間のコーディネート等） 

また、事業の実施には機構会員の協力が不可欠であり、次の取組みを積極的に

していただきたいこと。 

・復興支援のマッチングに関する情報提供 

・会員が行う復興支援事業や復興関連イベント、マッチング実績等の情報発信 

 

１．活動（開催）実績等（前回 25.2.9ＲＴ以降の活動実績） 

平成 25 年度体制スタート： 

平成 25 年 4 月 1 日 

 

サテライト開設： 

 平成 25 年 4 月 17 日 

 平成 25 年 4 月 26 日 

平成 25 年 4 月 27 日 

平成 25 年 5 月 1 日 

平成 25 年度第 1 回作業部会 

平成 25 年 5 月 29 日 

 

（通年実施） 

・ 作業部会事務局を岩手県立大学から岩手県（政策地域部）

に移管。サテライト設置及びコーディネーター配置等を公

益社団法人助けあいジャパンに委託。 

 

・ 陸前高田サテライト 

・ 釜石サテライト 

・ 盛岡事務所 

・ 久慈サテライト、宮古サテライト 

 

・ プロジェクトの取り組み内容について 

・ 作業部会の役割について 

・ 被災地の復興支援ニーズと県内外の支援者とをマッチン

グする「いわて三陸 復興のかけ橋プロジェクト」を実施 

 

２．検討内容（主な議論） 

(1) 平成 24 年度の活動実績 

平成 23 年度の取り組みを継続することを基本として、次の取り組みを行うことで「いわて



三陸復興のかけ橋プロジェクト」の輪をさらに広げていくことを目指して活動を行った。 

① ネットワークを強化し、支援ニーズの掘り起こしと、より上流工程での支援を目指す。 

② 人材育成につながるワークショップを沿岸部の団体等と連携して開催する） 

③ 復興に向けた地域づくりの動きを横展開できるように支援する 

(2)  いわて三陸復興のかけ橋プロジェクト 

 平成 24 年度のマッチング実績等は以下のとおり。 

マッチング実績（平成 23 年 12 月～）      （平成 25 年 5 月 30 日現在） 

提案件数 提案件数 マッチング件数 受入先等 

企画提案型 11 3 11 

ニーズ型（要請） 75 38 54 

ニーズ型（支援提案） 70 42 77 

その他 2 - - 

計 158 83 142 

※ 受入件数 マッチングした案件には複数の受入となる場合があり、その受入先を集計したもの。 

(3) 平成 25 年度第 1 回作業部会 

  【議題】 

・平成 25 年度のかけ橋プロジェクトの取組みについて  

体制強化が図られたかけ橋プロジェクトの取組みについて意見交換 

・作業部会の役割について  

平成 24 年度までの取組みを踏まえ、平成 25 年度はさらにプロジェクトの実行に重点

を置いた取組みを進めることとしており、作業部会の役割も大きく変わることから、作

業部会のあり方や役割について意見交換 

(4) 実施体制の強化 

作業部会事務局を岩手県立大学から岩手県（政策地域部）に移管して県庁各部局との連

携を強化するとともに、サテライト設置及びコーディネーター配置等を公益社団法人助け

あいジャパンに委託。 

 

 

  名   称 人数 場         所 

陸前高田サテライト 3 人 
陸前高田市高田町字大隅 93-1 

（一般社団法人 SAVE TAKATA 事務室内） 

釜石サテライト 2 人 
釜石市平田第 3 地割 75-1 

（岩手大学三陸復興推進機構釜石サテライト内） 

宮古サテライト 2 人 
岩手県宮古市五月町 1 丁目 20 

（岩手県宮古地区合同庁舎内） 

久慈サテライト 1 人 
岩手県久慈市八日町１丁目１ 

（岩手県久慈地区合同庁舎内） 

盛岡事務所 3 人 盛岡市本宮５丁目 10 しぇあハート村 115 棟 C 



３．平成 25 年度の活動計画・方向性 

 (1) 今年度の目標・出すべき成果 

ボランティア・支援団体等の減少に伴う復興支援体制の変化や震災復興に対する関心の低

下、支援意思のある企業等に対するアプローチ不足などの社会環境等の変化を踏まえながら、

次の取組みを進める。 

① 復興支援のマッチング（地元の支援ニーズや県内外からの支援提案の把握とマッチン

グの促進） 

② 復興関連情報の発信（県内外からの支援実績や復興の進捗状況、支援団体等の活動状

況等） 

③ 復興支援ネットワークの強化（県内外の団体や企業との連携体制の構築や団体間のコ

ーディネート等） 

(2) 会員への協力依頼事項 

① 復興支援のマッチングに関する情報提供 

→ 会員に寄せられた復興支援の要望や要請等（ニーズ）のうち、会員での対応が難し

い案件 

→ 会員に寄せられた支援提案のうち、会員での対応が難しい案件 

② 会員が行う復興関連イベント、会員が関与した復興支援マッチング実績等についての

情報提供 

③ 本事業で配置しているサテライトのコーディネーターへの取材等への対応 

④ 会員が行う復興支援事業等の本ポータルサイトへの掲載 

⑤ 会員ホームページでの本事業の紹介やリンクの設定 

なお、企画委員会構成会員及び復興支援を事業として実施している会員については、復興

支援ポータルサイト「いわて三陸 復興のかけ橋」を活用した積極的な情報発信をお願いす

る。 

 



 

 

いわて未来づくり機構 観光作業部会観光作業部会観光作業部会観光作業部会 

の活動報告・活動計画（25.6.24） 
 

テーマ：岩手県の観光の推進について 

        座長：廣 田   淳 担当機関 岩手県商工会議所連合会 

 

【報告要旨】 

平成 24 年度は、岩手県の観光を推進するうえでの課題として 6 つの項目を検討

した。 

① コンベンション誘致活動と復興支援 

② ポスト DC を見据えた観光振興 

③ 観光マネージメント力の強化による地域資源の発掘と育成 

④ 情報発信力の強化 

⑤ 県北観光の振興 

⑥ 国際観光の推進 

（1）国際リニアコライダー計画等の誘致活動 

（2）花巻空港の国際便就航 

平成 25 年度は各団体が積極的に連携を取りながら、24 年度に引き続き、次の 4

項目に取り組んでいる。 

① 国際リニアコライダー計画（ＩＬＣ）の誘致活動 

4 月 10 日～15 日にジュネーブ：ＣＥＲＮを視察。上野副知事をはじめ総

勢 35 名が参加し、東北のアピールや国際学術研究都市形成に向けた受け入

れ体制の整備について調査・研究を実施した。また、幕張インターナショナ

ルスクールの視察や岩手県、東北 ILC 推進協議会と連携し、多くの講演会や

決起大会、要望活動に取り組んだ。研究者の立地評価会議において、本年 7

月末頃までに国内候補地を一本化するとのことであり、全力で誘致に取り組

む。 

② コンベンション活動 

5 月 23 日～24 日に岩手経済同友会が「全国経済同友会セミナー」を開催。

岩手県商工会議所連合会は、7 月 4 日～6 日に「全国商工会議所観光振興大

会いわて大会 2013」～復興を推進する交流観光～をテーマとして開催するべ

く準備を進めている。 

③ 花巻空港の国際便就航 

4 月 21 日～25 日に実施された台湾への達増岩手県知事のトップセールスに

商工会議所役員も民間の立場から参加し、台北との定期便就航の実現に取り

組んだ。今後も、実現に向けた活動に積極的に参加する。 

④ 県北観光の推進 

“あまちゃん”を最大のチャンスと捉え、継続的な観光の推進に取り組む。 



 

 

 

1.開催実績等 

平成 25 年 2 月 9 日 ラウンドテーブル以降の部会開催はなし。 

 

２．検討内容（主な議論） 

なし。 

 

３．平成 25 年度の活動計画 

（1）今年度の目標・出すべき成果 

①ＩＬＣ計画の誘致 

 研究者からは、本年7月末頃までに国内候補地を一本化するとのことであり、 

岩手県、東北 ILC 推進協議会と連携して、全力で取り組む。 

②コンベンション活動においては、予定されている大規模コンベンションにお

いて、再び、岩手を訪れてもらえるよう工夫を凝らして開催する。 

③花巻空港の国際便就航は、台湾との定期便就航実現に向けて取り組む。 

④県北観光の推進については、“あまちゃん”を最大のチャンスと捉え、みやげ

品開発等継続的な観光の推進に取り組む。 

（2）活動計画 

①ＩＬＣ計画の誘致 

英語版リーフレット、ＤＶＤを制作し、動画ウェブを活用して、世界への情

報発信に取り組む。6 月 29 日には、公開講演会（県民集会）を開催するほか、

高等学校での講演会や児童生徒を対象として「ILC 特別授業」を 6 月下旬から 7

月上旬に開催する。 

②コンベンション活動 

二つの大規模コンベンションの開催状況を検証して、新たなコンベンション

誘致のあり方などを意見交換する。 

③花巻空港の国際便就航 

4月 21日～25日に実施された台湾への達増岩手県知事のトップセールスに商

工会議所も民間の立場から参加し、台北との定期便就航の実現に取り組んだ。

今後も、実現に向けた活動に積極的に参加する。 

④ 県北観光の推進 

ＮＨＫ朝の連続ＴＶ小説“あまちゃん”は、大変な人気を博しており、これ

をチャンスと捉え、市内中心部商店街との連携、みやげ品の開発などに取り組

んでいることから、県北への復興バスツアーなど積極的に支援する。 

 平成 25 年度の作業部会は、各団体が積極的に連携を取りながら、行動を展開

する。全国商工会議所観光振興大会開催後に、年２回程度の部会を開催し、取

り組み状況等を確認する。 
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１ 目的・方針 

本作業部会の活動の目的、方針を決めるにあたり、以下の前提を作業部会メンバー間で共

通認識を持った。 

・本作業部会は「安全・安心して暮らせる岩手を築くために、課題を整理し、長期スパン

で検討」し、実践するための組織であり、審議機関ではない。 

・人材育成は未来づくり機構（以下「機構」という。）所属機関等において既に行われて

いるところではあるが、広く見直すことで、共通の課題を見出す。 

・作業部会あるいは機構の枠組みの中で組織が結びつくことで、新たな人材育成の取り組

みが期待される。 

・人材育成は、短期的にその成果が発生するものではなく、長期的な視点に立って行って

いく性格のものである。 

・「地域力を支える人材」について、本作業部会では、単に「地域を支える人」という理

解とする。 

・地域力を支える人材育成を、現場（企業等）でどう理解し、行われているか、その実体

をアンケート調査によって把握する。 

 

そこで、本作業部会では、平成２０年度に機構所属機関にアンケート調査の実施と結果の

分析を行った。調査項目、対象及び結果等は以下のとおりである。 

項  目：①会社、機関、団体等の概要について 

           ②従業員（職員）に採用について 

           ③人材育成について 

           ④地域への貢献について 

           ⑤「岩手県人らしさ」等について 

調査対象：機構会員 

調査方法：①調査年月日 平成２２年２月 

②配布数：100社（県下全域、各業種） 

③回収数38社（回収率38％） 

    結果概要 

①採用での学歴は、「学歴関係なし」と「大学卒以上」がほぼ同率で40％程度であり、

就職希望者に日常業務で必要な資質・能力は、「コミュニケーション能力45％と一般

知識・常識40％」である。 

     ②就職希望者に期待する性格は、「積極性50％」「責任感45％」「協調性42％」であっ

た。 

③人材の確保では「非常に満足（5%）」、「ある程度満足(58%)」であり、「確保でき

ていない」が37％である。なお、確保できていなくても「問題が起きていない」が11

％、「採用後に人材育成をしている」が５％あり、「問題が生じている」は11％であ

る。 

④従業員の能力開発・人材育成は、55％が「積極的に」行い、「普通に行っている」と
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するもの42％を加えると97％に達する。 

   ⑤知識、技能向上対策の主なものは「内部で上司が日常業務で指導」79％、「外部の研

修会や視察研修に参加」74％、「資格を取得した者に手当を支給」53％である。 

   ⑥職務能力向上対策としては、「配置転換」47％、「プロジェクトへの参加」32％、「

抜擢」32％である。 

⑦地域のイベントや地域づくりへの参加は、「人材と資金の提供」、「知識や情報、ノ

ウハウ等の提供」といった方法でそれぞれ3割強が参加し、地域発展のための社会貢

献については、「知識や情報、ノウハウ等の提供」が40％で も多く、次いで「地域

の仕事の受託」26％である。 

   ⑧地域力向上対策としては、「地域生活や地域経済に貢献」、「自ら経済・収益力の向

上」、「地域づくりを協働して行う」、「連携して経済･収益力の向上」を４～５割

があげている。 

     ⑨地域力向上での必要な分野としては、「農林漁業」が84％で極めて多く、次いで「飲

食店・宿泊業」42％、「製鉄・非金・金属」40％、「電気情報・精密機械」40％であ

る。 

        ⑩採用では岩手県出身者を40％が「重視する」、55％は「関係無し」であるが、岩手県

人らしさとはあまり関係がみられない。 

      課  題：概要は把握できたものの、調査数が少なく、詳細な分析は不可能である。 

 

   アンケート結果を踏まえ、平成２１年度からは以下の方針で活動を行うこととした。 

・活動方針を明確化するため、中・長期的な取組に加え、短期的な取組を行うこととする。 

・中・長期的な取組として、県内の地域力向上のための人材育成プログラムを調査し、情報

を公開してプログラム間のネットワーク化を図る。 

・短期的な取組として、プレアンケートで地域力を高める上で期待度の高かった農林水産分

野を重点的にフォローする。 

 

   しかし、東日本大震災により、機構の活動方針が「震災からの復興」に切り替わったことを

受け、本作業部会でも平成２４年度からは上記方針に加え、「復興に向けた人材育成」に向け

た活動を行った。具体的には、これまでの活動に「震災復興」の視点を加えて活動を継続す

ると共に、機構会員やいわて高等教育コンソーシアムと連携した復興に向けた人材育成に取

り組むこととした。 
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２ 検討内容と実践 

   ここでは、本作業部会が活動を行った平成２０年度から平成２４年度の間でどのような検

討をしたのか、また、検討結果に基づき実施した事業等について、以下のとおり報告する。 

 

 （１）人材育成データベース 

平成２０年度に行った人材育成に関するアンケートを踏まえ、平成２１年度には各組織

が行う人材育成プログラムに関するアンケート調査の実施及び回答で得られた人材育成プ

ログラムのデータベース化について検討した。この人材育成プログラムのデータベース化

は、本作業部会の中・長期的活動と位置付け、人材育成データベースを構築し、インター

ネット上に公開した（別紙１）。 

また、アンケート結果の報告と「地域力を支える人材育成」について広く市民とともに

考えるために、平成２２年３月にシンポジウムを開催した（別紙２）。シンポジウムではＤ

ＡＢアグリ研究所所長・岩手大学名誉教授の木村伸男氏による基調講演、本作業部会座長

の後藤より人材育成アンケート結果の報告と人材育成データベースの説明、また、「地域力

を支える人材育成とは」と題して、紫波町経営支援部企画課共同支援室主事の高橋哲也氏、

一関工業高等専門学校教授の明石尚之氏、和同産業株式会社執行役員環境事業部部長の林

俊春氏、株式会社惣兵衛代表取締役の畠山さゆり氏をむかえてのパネルディスカッション

を行い、自治体、企業、ＮＰＯから約１００名が参加した。 

平成２２年度には、データベースの機能強化を図るため、８月に以下の機能を追加した。 

・「医療」分野を「医療・福祉」分野に変更 

・「起業・経営」分野、「教育・学術」分野、「教養・文化」分野を追加 

・開催月、開催場所による検索を追加 

・新着情報・トピックス欄にファイル添付機能を追加 

    また、このシステム更新に合わせて、未来づくり機構会員、県内自治体、ＪＡ、森林組

合、ＮＰＯ法人等に人材育成プログラムの実施状況等の調査を行い、その結果を基に人材

育成データベースシステムへの新規データの登録を行った。 

    平成２２年１２月の本データベースに登録済みの人材育成プログラム数（内部研修を含

む）は平成２１年度分が３９２件、平成２２年度分が５６２件の計９５４件であった。 

    平成２３年度にはアンケート調査を７月に実施し（対象：機構会員、県内の地方自治体・

商工会議所・農協・漁協・森林組合・ＮＰＯ団体、計４８０機関・団体）、１０月には過去

にご回答いただいた機関に対し、ＩＤ等を付与し、各機関で本データベースに、直接、研

修等の情報を登録できるようにデータベースの更新を行った。その結果、平成２４年２月

時点で、今年度実施の外部向け研修等が２４７件、内部向け研修等が１１９件、計３６６

件の人材育成プログラムが登録された。 

    また、データベースに震災復興に関係した人材育成プログラムを、通常の分類とは別に

検索できる機能を追加し、震災復興関連プログラムとして外部向け１２件、内部向け２件

が登録された。 

    平成２４年度は７月に関係機関の協力を得て、プログラム情報の更新を行い、２８０件
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（平成２５年１月現在、うち内部研修５１件）のプログラムが登録され、うち９件が震災

復興関連プログラムであった。平成２４年１月から１２月のデータベース訪問者数は１，

０４１（うち国内は１，０２５）で、その７割は新規訪問者となっており、震災を契機に

本データベースの活用が進んだものと考えている。 

 

（２）地方自治体と共同での人材育成プログラムの実施 

平成２０年度に県内企業１００社に行った人材育成に関するアンケートにおいて、農林

漁業が地域力向上に必要な分野という結果が出たことから、久慈市、八幡平市における人

材育成プログラムの実施を計画した。 

    久慈市では、市の担当者等との協議の結果、ミドルリーダー育成を目的に、市内企業の

中堅職員が情報交換等をする場を提供する「Ｋｕｊｉ Ｃａｆｅ」を実施することとなり、

先行事例の紹介として、盛岡市、岩手大学地域連携推進センターの協力により「インテレ

クチャルカフェとは？‐ＭＩＵ Ｃａｆｅに学ぶ異分野交流‐」と題して、普段、盛岡市産

学官連携研究センター（コラボＭＩＵ）で行われている「ＭＩＵ Ｃａｆｅ」を平成２２年

６月２８日にアイーナで実施した（別紙３）。地方自治体や本機構から４０名ほどが参加

し、海外や日本国内のインテレクチャルカフェの取り組みやＭＩＵ Ｃａｆｅ運営に関する

ノウハウ等を学んだ。その後、平成２３年３月にＴＰＰやＦＴＡをテーマにＫｕｊｉ Ｃａ

ｆｅを開催する予定であったが、震災のため中止となった。 

平成２３年度は東日本大震災のため中止となった、Ｋｕｊｉ Ｃａｆｅを、平成２３年１

１月２８日に久慈グランドホテルで実施した（別紙４）。約３０名が参加し、「再生可能エ

ネルギーに着目した久慈地域の未利用資源の可能性」をテーマに、岩手大学名誉教授の馬

場守先生、岩手大学農学部助教の伊藤幸男先生に話題提供いただき、参加者と意見交換を

行った。馬場先生には太陽光発電に関する技術的な進化の過程や今後の見通しについて、

伊藤先生には、木質バイオマスエネルギーに関する現状、県内での活用事例、また、木質

バイオマス利用が地域経済に与える効果等について話題提供いただいた。また、意見交換

では、地元林業関係者より一般家庭等でのペレットストーブ普及についての組織的な取り

組みが必要との意見があった。 

    第２回は平成２４年３月２１日にやませ土風館において、外からの視点を取り入れた地

域活性化をテーマに、岩手大学学生をゲストスピーカーに招き、開催した（別紙５）。約３

０名が参加し、久慈市での生活の質の向上に着目した住民主体の町づくり、若年層への観

光のアプローチ、地域循環型の持続的な農業システム構築などの調査研究結果の報告の後、

参加者による意見交換を行った。地域内での消費を念頭に置いた農業経営が持続的な農業

に繋がる可能性があるので、農家と消費者を繋ぐコーディネーターを置く必要があるとの

意見があった。 

    平成２４年度は７月５日に久慈グランドホテルにおいて開催した（別紙６）。後述する

「地域リーダー」像提言の活用を兼ねて、「地域リーダー像を考える」というテーマで、

本作業部会から、話題提供者として座長の後藤尚人（岩手大学人文社会科学部教授）、作

業部会メンバーの村田憲正（岩手経済同友会・株式会社エフエム岩手代表取締役社長）、
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山口明（岩手ネットワークシステム事務局・岩手大学工学部准教授）が参加した。約２０

名の市民が参加し、座長及び作業部会メンバーによる話題提供の後、意見交換を行った。

参加者から、地域の実状を交えながら担い手育成が大きな課題となっていることなどの意

見が出され、地域リーダーの必要性と担い手育成の重要性を再認識する良い機会となった。 

 

    八幡平市では、市担当者等との協議の結果、学生による地域づくり活動を行うこととな

り、実施主体を本作業部会からいわて高等教育コンソーシアムに移して行った。 

    本活動では、平成２２年９月３～５日に八幡平市兄川地区で、いわて高等教育コンソー

シアム構成大学学生１４名（岩手大学５名、岩手県立大学４名、盛岡大学５名）が参加し、

地域の公民館に宿泊しながら聞き取り調査や郷土料理体験等を通じて、地域住民との交流

を図った。その後、聞き取り調査の結果に基づき、同年９月２５日と１０月２日に同地区

内に掲示板と注意看板の設置を行った。 

    平成２３年２月１２，１３日には地区住民と共に雪まつりを開催し、約５０名の学生と

地域住民で雪像やすべり台作りを行った。八幡平市での活動の様子はマスコミにも取り上

げられた（別紙７）。 

平成２３年度はいわて高等教育コンソーシアム構成大学学生２０名（岩手大学２名、岩

手県立大学７名、盛岡大学９名、富士大学２名）が参加した。９月に合宿を行い、その後、

地域の様々な魅力の発見と再確認、また、その発信を目的に「地域の魅力ＭＡＰ」作りを

行った。このＭＡＰ作りは次年度以降も継続することとした。 

 また、冬季の地域活性化の取り組みとして、２月１１，１２日に、現在は廃校となって

いる旧舘市小学校グランドを会場に、雪まつりを開催した。今回は「絆」をテーマに、陸

前高田にある「希望の灯り」の分火式や地域住民と共同での雪像作り、キャンドルナイト

を行った（別紙８）。 

    平成２４年度はいわて高等教育コンソーシアム構成大学学生１３名が参加（岩手大４名、

富士大２名、盛岡大７名）して活動を行った。今年度は地域をより深く知るために、７月

には活動開始チラシの全戸配布実施や地域の祭り準備等に参加した後、９月に合宿を実施

した。合宿では地域住民と共に、地域の課題の洗い出し、また、課題解決方策の検討を行

い、合宿後の活動として、地域にある風穴を活用した住民交流推進策と雪上グランドゴル

フ大会実施が採用された。風穴の活用に関しては、国道２８２号線沿いに風穴への案内看

板を設置した。また、昨年度からの活動として「舘市魅力ＭＡＰ」完成に向けた作業を継

続し、平成２５年３月に３，０００部を印刷し、八幡平市内等に配布した（別紙９）。 

 

 （３）「地域リーダー」像提言 

    いわて高等教育コンソーシアムから、リーダー育成に係るプログラムを立ち上げるため、

本作業部会に対し、育成すべき「地域リーダー」の資質等に関する検討依頼が、平成２２

年６月にあり、それを受けて「地域リーダー」像について検討を行った。検討にあたり、

県内各界のリーダー５名をゲストスピーカーに招き、これまでの活動内容、リーダーに必

要な資質や若者に伝えたいことなどをお話しいただき、意見交換を行った。平成２３年７
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月には、これまでの検討結果をまとめた提言をいわて高等教育コンソーシアムに提出した

（別紙１０）。なお、提言には当初想定していなかった復興の視点も加えた。 

また提言の本作業部会での活用として、提言を広く地域に周知し、リーダー育成に役立

てもらうことを目的に、フォーラム等の開催を検討し、平成２４年度に地域リーダーをテ

ーマにＫｕｊｉ Ｃａｆｅを開催した。内容等については（２）で述べたとおりである。 

 

 （４）自己実現支援プログラム 

    復興を支える若手人材を育成し、被災地の復興を支援する事業として、平成２４年８月

から岩手県立山田高等学校、岩手大学釜石サテライトと共同で「高校生を対象とした自己

実現支援プログラム『復興とともに歩む私たちの未来』」を山田高校２年生（７６名）に

対して実施した。実施にあたり、本作業部会メンバーの岩手県中小企業家同友会や関西で

活動するＮＰＯ法人ｅｄｇｅ、岩手県教育委員会の協力を得て、山田高校に講師を派遣し、

全１０回の講演及びグループワークを実施し、高校生に自分の将来と山田町の復興を関連

付けて考える機会を提供した（別紙１１）。 

プログラム実施中に行われた文化祭では、講演から学んだこと、山田町復興のために自

分たちができること等をまとめ、グループ発表を行った。また、冬休み期間中の課題とし

て、本プログラムで学んだこと等をまとめたレポートを提出させ、それを平成２５年３月

に冊子にした（別紙１２）。 

このプログラムで「復興は自分たちの力でするもの」という意識を持った生徒が多くお

り、微力ではあるが、地域の復興を後押しできたのではないかと感じている。 
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３ 提言 

   被災地は未だに復興への道を模索しているところではあるが、東日本大震災から２年が経

ち、人々の被災地への関心は次第に薄れてきていることは否めず、今まさに地域力が試され

ている時と言えるだろう。 

   自己実現支援プログラム「復興とともに歩む私たちの未来」で作成した県立山田高校２年

生（当時）のレポート集を見ると、「『大変ということは大きく変わるチャンス』という言葉

が心に残った」と多くの生徒が記しており、「復興とは前と同じ町に戻すことではなく、前よ

りも良い町にすること」という言葉も多く見られた。 

   言葉が適切ではないかもしれないが、復興に取り組むことは、これまでに培った知識や経

験を実践に移す 良の機会であり、震災前から人口減少等停滞気味であった地域を、大きく

変えるチャンスと捉え復興に取り組む、という考えは、理解は得られるのではないかと思う。 

   被災地の住民の方々は、いつになるかわらない復興よりも、今日、明日の生活に思いを巡

らせる毎日を送っていると思うが、日々の生活の積み重ねが将来に繋がると考えれば、復興

した町の姿やその時の自分の生活について確固たるイメージを持ち、そのために今日何がで

きるか、明日何をすべきかを考えて生活することは、日々、復興に向けて進んでいることが

実感でき、ハリのある毎日に繋がるのではないかと考える。 

 

   いわて未来づくり機構は、構造改革による経済や雇用の問題、少子化の進行や人口の県外

流出などによる地域コミュニティーの崩壊、地域経済の縮小などの危機的状況を打破するた

めに自治体、産業界・経済界、学術・教育機関が相互の連携と協働を強化し、明るい地域の

未来づくりのために活動することを目的に設立されたが、今は東日本大震災からの復興のた

め、被災地の抱える様々な課題を解決するために各作業部会が取り組んでいるところである。 

しかし、目の前の課題を解決するだけでなく、将来、岩手県がどうあるべきかを、ラウン

ドテーブルメンバーや各作業部会、機構会員が共通理解を持って活動していくことが肝要で

あり、それなしには県民が将来に希望を抱くことができる活動はできないのではないだろう

か。 

 

   「復興」という言葉にどんな色を付けるのか、つまり復興を具体的に定義し、岩手で「復

興」と言えば皆が同じイメージを持つようにすることは、まさに「未来づくり」であり、そ

のための活動は「地域力を支える人材育成」であろう。岩手の産学官が集う「いわて未来づ

くり機構」にはそのような活動を今後期待したい。 
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【参考】 

 

１ 作業部会開催実績 

第 1回：平成 20年 6月 19 日 作業部会の活動の方向について 

第 2回：平成 20年 7月 24 日 地域力を支える人材育成の方向と方法について 

第 3回：平成 20年 8月 27 日 地域（力）を支える人材育成に関するアンケート調査の実施につ

いて 

第 4回：平成 20年 11 月 13 日 地域（力）を支える人材育成に関するアンケート調査（案）につ

いて 

平成 20年 11 月末日 アンケート調査表の作成について（メール会議） 

第 5回：平成 21年 4月 6日 地域力を支える人材育成に関するアンケート調査結果、今後の本

作業部会について 

第 6回：平成 21年 8月 24 日  活動方針：プレアンケート結果の反映と本アンケートについて 

第 7回：平成 21年 11 月 24 日  農林分野の人材育成、本アンケート（研修プログラム調査）案 

第 8回：平成 21年 12 月 14 日  農業公社主催「新農業人フェア」の広報、本アンケート実施案 

第 9回：平成 22年 1月 12 日  アンケート中間報告とデータベース化について 

第 10 回：平成 22年 2 月 23 日  アンケート結果報告、データベース、シンポジウム案について 

平成 22年 3 月 17 日  岩手大学にて「地域力を支える人材育成」シンポジウム実施 

第 11 回：平成 22年 4 月 27 日 平成 22年度活動計画の検討 

第 12 回：平成 22年 5 月 31 日 地方自治体が行う人材育成事業への支援策の検討ほか 

第 13 回：平成 22年 6 月 28 日 いわて高等教育コンソーシアムへの「地域リーダー像」提示方法

の検討及び地方自治体が行う人材育成事業への支援ほか 

第 14 回：平成 22年 8 月 2 日 「地域リーダー像」勉強会と提言スケジュールの検討 

第 15 回：平成 22年 8 月 30 日 「地域リーダー像」勉強会及び人材育成データベース更新 

第 16 回：平成 22年 9 月 30 日 「地域リーダー像」勉強会及び八幡平市での人材育成事業 

第 17 回：平成 22年 11 月 1 日 「地域リーダー像」勉強会 

第 18 回：平成 22年 12 月 13 日 「地域リーダー像」勉強会及び作業部会実績報告の検討 

第 19 回：平成 23年 1 月 21 日 作業部会実績報告及び事業計画の検討及び「地域リーダー像」提

言に係る検討 

第 20 回：平成 23年 7 月 6日  今年度の活動計画と「地域リーダー像」提言について検討 

第 21 回：平成 23年 11 月 16 日 今年度の活動計画の具体化について検討 

第 22 回：平成 24年 5 月 8日  昨年度活動実績と今年度活動計画について検討 

第 23 回：平成 25年 4 月 30 日  昨年度活動実績と本作業部会活動報告について検討 
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２ 作業部会メンバー 

機関名 所属名 職名 氏名 備考 

社団法人岩手経済同友会 
株式会社エフエム岩手 代表取締役社長 村田 憲正 H20-24 

株式会社久慈設計 代表取締役社長 久慈 竜也 H22-24 

岩手県商工会議所連合会 盛岡商工会議所 事務局長 和井内信行 H20-23 

国立大学法人岩手大学 

理事（教育・学生担当）・副学長   玉 真之介 H20-22 

人文社会科学部 教授 後藤 尚人 
H20-24 

H21-24・座長 

教育学部 
教授 塚野 弘明 H20-24 

教授 新妻 二男 H20-24 

工学部 教授 廣瀬 宏一 H20-24 

農学部 教授 木村 伸男 H20・座長 

公立大学法人岩手県立大学 

 事務局長代理 久保 協一 H20 

研究・地域連携室 室長 
宇部 眞一 H21-23 

鈴木 清也 H24 

岩手医科大学 企画部企画課 

企画課長 
小野寺正二 H20-21 

高橋 真 H22-24 

係長 
山中 和成 H20-23 

佐々木寛人 H24 

盛岡大学   事務局長 山崎 知行 H20-24 

富士大学 経済学部  
教授 中村 良則 H20-22 

講師 堀 圭介 H23-24 

一関工業高等専門学校 電気情報工学科  
教授 豊田 計時 H20 

教授 明石 尚之 H21-24 

岩手県 

商工労働観光部商工企画室 

主査 
森田 竜平 H20-H21 

山里 善彦 H22 

主事 小野寺 学 H23 

主任主査 藤原由喜江 H24 

商工労働観光部科学ものづくり課 
主査 鈴木 優 H20-21 

主任主査 熊谷 郁夫 H22-24 

（岩手県市長会） 盛岡市都市整備部 部長 藤島 裕久 H20-24 

岩手ネットワークシステム 国立大学法人岩手大学工学部 
教授 大石 好行 H20-21 

准教授 山口 明 H22-24 

岩手県中小企業家同友会  
常任理事 

事務局長 
菊田 哲 H21-24 

社団法人岩手県農業公社 農業振興部 就農支援課長 
松原 一彦 H21-23 

佐々木守人 H24 

株式会社惣兵衛   代表取締役 畠山さゆり H21-24 

作業部会事務局     

国立大学法人岩手大学 

研究交流部 研究交流部長 
中島 武幸 H20-23 

佐藤 貢 H24 

研究交流部研究協力課 

研究協力課長 

渡邉 慎一 H20-21 

松森 康夫 H22-23 

長代 健児 H24 

主査（副課長） 
鈴木 一寿 H20-22 

安藤 範夫 H23-24 

主査 
濱田 秀樹 H20-21 

八重樫喜陽 H22-24 
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別紙１：人材育成データベース



- 12 -



- 13 -



- 14 -

別紙２：シンポジウム チラシ
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別紙３：MIU Cafe in アイーナ チラシ
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別紙４：第1回 Kuji Cafe チラシ



24 21 18 00-20 00
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別紙５：第2回 Kuji Cafe チラシ



24 7 5 18 00-20 00
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別紙６：Kuji Cafe 2012（第1回） チラシ
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別紙７：H22度 学生による地域づくり活動 in 八幡平市 新聞記事等
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別紙８：H23度 学生による地域づくり活動 in 八幡平市 新聞記事
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別紙９：舘市魅力MAP
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別紙10：「地域リーダー」像提言
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別紙11：自己実現支援プログラム 実施要項等
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別紙12：自己実現支援プログラム レポート集 表紙



平成平成平成平成２２２２４４４４年度年度年度年度    事業実績報告事業実績報告事業実績報告事業実績報告((((案案案案))))    

 

「いわて未来づくり機構」の設立５年度目である平成 24 年度においては、機

構の第２フェーズ（H24～H26）のスタートの年と位置付け、オール岩手による

復興と未来づくりに取り組んでいくこととし、部会活動をはじめとした各種活

動を展開した。 

 

事事事事    業業業業    内内内内    容容容容    

(1) 総会の開催 

開催日：平成 24 年７月 13 日（金） 

場 所：ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング 

内 容：ア 平成 23 年度事業報告(案)／平成 24 年度事業計画(案) 

    イ 「いわての復興と未来づくりに向けた共同宣言」採択 

    ウ 講演「震災復興と未来づくり～阿部千一に見る震災復興～」 

      講師 梅原 愛雄氏 

参加者：約 120 名 

 

(2) ラウンドテーブルの開催 

  ① 第１回ラウンドテーブル 

開催日：平成 24 年７月 13 日（金） 

    場 所：ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング 

  内 容：機構の活動方針等に係る意見交換等 

参加者：約９０名 

② 第２回ラウンドテーブル 

    開催日：平成 25 年２月９日（土） 

    場 所：岩手県立大学宮古短期大学部 

    内 容：ア 部会報告 

        イ 東北未来創造イニシアティブの取組に係る意見交換等 

    参加者：約５０名 

    その他：ラウンドテーブル終了後、東北未来創造イニシアティブの推

進について記者発表を実施 

  

(3) 復興フォーラムの開催（岩手県と共催） 

開催日：平成 25 年２月９日（土） ※ラウンドテーブル後に開催 

場 所：岩手県立大学宮古短期大学部 

内 容：ア 講演「人を助けるすんごい仕組み」 

講師 西條 剛央氏 

議案第１号 



     イ パネルディスカッション「復興３年目に向けて」 

     ウ 復興分野別情報交換会 

参加者：約 200 名 

 

(4) 企画委員会の開催 

   活動の企画・調整を担う組織として、平成 23 年度に設置した。平成 24

年度にあっては、委員会を４回開催した。 

 

(5) 作業部会の開催 

震災により設置が１年延期されていた観光作業部会が活動を開始し、全 

５部会が、復興を中心テーマとして活動を行った。なお、第４作業部会に

ついては、当初の予定通り、設置から５年が経過した平成 24 年度をもって

活動を終了した。 

部会名(担当機関) 平成 24 年度の主な活動実績 

第２作業部会 

(岩手大学) 

・部会関係組織の実施する復興支援活動等のＨＰ掲載 

・被災企業見学及び意見交換 

・部会関係組織の復興関係の取組に係る情報共有 

第４作業部会 

(岩手大学) 

・久慈市において地域リーダー像を市民とともに考えるイベ

ント「Kuji café 2012」を実施 

・人材育成データベースを継続運用 

・県立山田高校において「高校生を対象とした自己実現プロ

グラム」を実施 

第５作業部会 

(岩手県立大学) 

・釜石市鵜住居仮設住宅団地において「見守りを核とするＩ

ＣＴを活用した生活支援型コミュニティづくり」プロジェ

クトを実施 

・県立大学公開講座「医療・福祉の情報連携とコミュニティ

づくり」を共催 

公募型復興企画推

進作業部会 

(岩手県立大学) 

・いわて復興支援ポータルサイト「いわて三陸 復興のかけ橋」

を中心としたマッチングを実施（企画提案型 11件提案、８

件受入。ニーズ型 127 件要請・提案、113 件受入） 

・ワークショップを２回開催（大槌町、宮古市） 

観光作業部会 

(岩手県商工会議

所連合会) 

・「コンベンション誘致による復興支援」「ポストＤＣを見据

えた観光振興」「県北観光の振興」等に係る意見交換 

・講演会「観光立国の推進について」を開催 

    



平成平成平成平成 22225555 年度年度年度年度いわていわていわていわて未来未来未来未来づくりづくりづくりづくり機構機構機構機構活動活動活動活動方針方針方針方針（（（（案案案案））））    

    

ⅠⅠⅠⅠ    活動方針活動方針活動方針活動方針    

 

 

 

 

  

 

 

ⅡⅡⅡⅡ    活動計画活動計画活動計画活動計画    

１１１１    機構及機構及機構及機構及びびびび各会員各会員各会員各会員がががが取取取取りりりり組組組組むむむむ県民運動県民運動県民運動県民運動(平成 24 年７月の共同宣言に基づいた取組)    

（（（（1111））））    震災復興震災復興震災復興震災復興にににに向向向向けたけたけたけた活動活動活動活動のののの推進推進推進推進    

県民総参加による復興への動きを推進し、復興を加速させていく。 

 

 

 

    

 

 

（（（（2222））））    いわてのいわてのいわてのいわての復興復興復興復興のののの象徴象徴象徴象徴でありでありでありであり希望希望希望希望あふれるあふれるあふれるあふれる未来未来未来未来のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた活動活動活動活動のののの推進推進推進推進    

     復興の象徴となる取組を後押しすることで、復興とその先の希望あふれる

未来の実現を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    具体具体具体具体のののの課題解決課題解決課題解決課題解決のためののためののためののための各部会各部会各部会各部会のののの活活活活動動動動    

   各作業部会は、いわての復興と未来づくりに向け、緊急かつ重要な課題に対応

するための目に見える活動を行い、具体具体具体具体のののの成果成果成果成果をををを出出出出していくことをしていくことをしていくことをしていくことを強強強強くくくく意識意識意識意識して

当該成果をラウンドテーブル、会員及び県民にフィードバックする。 

 

１１１１    平成平成平成平成 22225555 年度年度年度年度はははは、、、、機構機構機構機構のののの第第第第２２２２フェーズフェーズフェーズフェーズ（（（（概概概概ねねねね H24H24H24H24～～～～H26H26H26H26））））のののの中間中間中間中間年年年年でありでありでありであり、、、、復興復興復興復興をををを

加速加速加速加速するするするする年年年年でもあることからでもあることからでもあることからでもあることから、、、、機構機構機構機構としてのとしてのとしてのとしての復興復興復興復興にににに関関関関するするするする取組取組取組取組をさらにをさらにをさらにをさらに充実充実充実充実させさせさせさせ

るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、成果成果成果成果とととと実績実績実績実績をあげることにをあげることにをあげることにをあげることに重点重点重点重点をををを置置置置いていていていて取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。    

２２２２    機構機構機構機構のののの活動内活動内活動内活動内容容容容のののの周知周知周知周知をををを図図図図りりりり事業事業事業事業のののの実効性実効性実効性実効性をををを高高高高めるためめるためめるためめるため、、、、引引引引きききき続続続続きききき積極的積極的積極的積極的なななな情情情情

報発信報発信報発信報発信をををを行行行行うううう。。。。    

① 復興支援ポータルサイト「いわていわていわていわて三陸三陸三陸三陸    復興復興復興復興のかけのかけのかけのかけ橋橋橋橋」を中心とした情報発信・マッチ

ングの促進・連携体制の構築 

② 経済同友会などと共に、人づくり・街づくり・産業づくりに取り組む「東北未来創造東北未来創造東北未来創造東北未来創造イイイイ

ニシアティブニシアティブニシアティブニシアティブ」の推進 

③ 復興教育復興教育復興教育復興教育をテーマとした新部会の創設と実効性のある取組の推進 

① 国際国際国際国際リニアコライダーリニアコライダーリニアコライダーリニアコライダー（ＩＬＣ）の東北誘致に向けた県民意識の盛り上げ、国内候補地

決定後の研究施設とその周辺環境の整備など、受入体制の充実 

② 2016201620162016 希望希望希望希望郷郷郷郷いわていわていわていわて国体国体国体国体の開催に向けた県民意識の盛り上げ、募金活動・協賛活動への

協力や関連イベント等への積極的な参加 

③ いわていわていわていわて三陸三陸三陸三陸ジオパークジオパークジオパークジオパーク認定に向けた県民意識の醸成、ジオパークに関する周知啓発や三

陸復興国立公園の指定と連動した復興・地域おこしの取組 

議案第２号 



部会名部会名部会名部会名【【【【担当機関担当機関担当機関担当機関】】】】    平成平成平成平成 25252525 年度年度年度年度のののの主主主主なななな活動計画活動計画活動計画活動計画・・・・目標等目標等目標等目標等    

東北未来創造東北未来創造東北未来創造東北未来創造イニシアテイニシアテイニシアテイニシアテ

ィブィブィブィブ作業部会作業部会作業部会作業部会 

【岩手銀行】 

・人材育成道場の開設及び円滑な運営 

 

 

産業復興作業部会産業復興作業部会産業復興作業部会産業復興作業部会 

【岩手大学】 

・H24 策定のアクションプランの推進 

・沿岸地域の企業訪問を行い、支援内容に関し要望調査を実施 

・コーディネータの連携体制の構築 

医療福祉体制作業部会医療福祉体制作業部会医療福祉体制作業部会医療福祉体制作業部会 

【岩手県立大学】 

・研究会の開催(月１～２回) 

・講演会・研修会の開催 

・仮設住宅及び復興公営住宅等の孤立死、自殺の防止に係る取組

体制の構築 

かけかけかけかけ橋作業部会橋作業部会橋作業部会橋作業部会    

【岩手県】 

・マッチングの促進 

・復興関連情報の発信 

・復興支援ネットワークの強化 

観光作業部会観光作業部会観光作業部会観光作業部会 

【岩手県商工会議所連合

会】 

・ILC 誘致の実現 

・花巻空港の台湾定期便就航の実現 

・「あまちゃん」を利用した観光の推進 

（（（（仮称仮称仮称仮称））））復興教育作業部会復興教育作業部会復興教育作業部会復興教育作業部会    ・「いわての復興教育プログラム」の推進を支援 

 

 

３３３３    積極的積極的積極的積極的なななな情報発信情報発信情報発信情報発信    

   機構の活動を積極的に発信することで、活動のより効果的な展開を図る。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

① 会員団体の総会等を利用した団体構成員等に対する機構の取組内容の周知 

② 機構だよりの充実（年４回の発行）、電子メール等を利用した会員向け情報提供（随時）

の強化 

③ 機構ＨＰ（岩手のイイモノ紹介など概ね隔月更新）による、一般向けの情報発信の強化 

④ 会員、構成団体ＨＰとの相互リンク等による、露出の拡大 



ⅢⅢⅢⅢ    スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

    

主なスケジュール 概要（案） 

○○○○第第第第１１１１回回回回ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル    

日時：6/24(月)14：30～15：30 

会場：ホテルメトロポリタンＮＷ 

司会：(岩大)岩渕副学長 

・25年度の活動方針についての協議 

・新部会(復興教育)の設置についての協議 

・東北未来創造イニシアティブの進捗状況報告 

○○○○総会総会総会総会・・・・交流会交流会交流会交流会    

日時：(総会)6/24(月)15：40～17：00 

   (交流会)   17：15～19：00 

会場：ホテルメトロポリタンＮＷ 

・24年度実績報告、25年度事業計画の審議 

・ILC 誘致に係る経過報告、機構としての決議 

・講演 

○○○○第第第第２２２２回回回回ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル    

日時：10 月下旬 

会場：岩手大学(仮) 

司会：(県)中村部長 

・具体の課題(国体・ＩＬＣ・ジオパーク・ものづくりビジョン

など)に対するディスカッション    

・活動内容の確認、修整、追加等 

○○○○第第第第３３３３回回回回ラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブルラウンドテーブル    

日時：１月下旬 

会場：岩手銀行(仮) 

司会：(岩銀)斎藤専務 

・活動内容の確認、総括 

・次年度の活動に向けた提言 

 



国際国際国際国際リニアコライダーリニアコライダーリニアコライダーリニアコライダー((((ＩＬＣＩＬＣＩＬＣＩＬＣ))))のののの東北誘致東北誘致東北誘致東北誘致をををを求求求求めるめるめるめる決議決議決議決議((((案案案案))))    
  
 
 
 

国際リニアコライダー（ＩＬＣ）計画は、質量の起源とされる

ヒッグス粒子の詳細な性質解明など、宇宙誕生の謎を探求しよう

とする、世界最高・最先端のビッグプロジェクトである。 

ＩＬＣの立地により、その地域には世界各国から第一線の優秀

な人材と技術が集う「国際学術研究都市」が形成されることが考

えられる。 

これは、震災から立ち上がろうとするいわてにとって、単に震

災前の状態に戻すのではなく、より豊かな地域社会を実現してい

くための、大きな夢となり確かな希望となるものである。 

東北の北上山地には、震災の影響を全く受けることのなかった

50Km にも亘る強固な花崗岩帯が存在し、地質調査においても活断

層がないことが判明している。まさにＩＬＣの適地である。 

私たちは、復興の象徴となるＩＬＣ東北誘致と、復興の先の希

望あふれる未来の実現に向けた取組を、産学官、共に手を携え、

進めていく。 

いわて未来づくり機構は、オール岩手の力を結集し、総力を挙

げてＩＬＣ計画の実現に取り組んでいくことをここに宣言すると

ともに、北上山地が科学的技術的評価により国内候補地として選

定されたあかつきには、国家プロジェクトとして、東北へのＩＬ

Ｃ誘致が強力に推進されることを、強く要望する。 

 

上記のとおり決議する。 

 

 

 平成 25 年６月 24 日 

 

いわて未来づくり機構 
 


